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小説の解読あるいは分析においてそのアプローチの仕方は様々であるし,
様々な方法を可能にして くれる。なぜな ら,我 々の眼の前にあるのはその作
家がもの した膨大な活字だけであ り,そ の文字の連続は,と きには作家の思
惑 どお りに,と きには(そ してこの場合のほ うが多分多いのだろ うが)作 家
の思いもかけぬ方 向に,多 種多様なメッセージを投げかけ てくるか らで あ
る。小説は常に一人歩きするものだか らである。そ して作家は?確 かに書
き手であった彼は好む と好まざるとに関わ らず,そ の メッセージを通 して彼
の多様な構造を,す なわちimpliciteな 領域まで も含めて露呈せざるをえな
い。それは例えばたった一行の題名を読み とるときの多岐にわたるコマンテ
ールの出現に見ることが で き る。『赤 と黒』 というタイ トルはその副題を含
めて典型的な例であろ う。
それでは我 々がこれか ら問題に しょうとする小説 『ヴァニナ ・ヴァニニ』
はどうであろ うか。スタンダールの小説の中で人名がその小説のタイ トルと
なっているものは 『アルマンス』,『ミナ ・ド・ヴァンゲル』をはじめ数多い
し,文 学作品全体を通 しても多数を占める。そ ういう意味でな:んら特別なこ
とはないが,『 ヴァニナ ・ヴァニニ』は名前 と名字の類似性(し かもVaと
い う強い音を共に含む)の ために極めて印象的な題名であることは確かであ
る(1)。また,こ の小説の副題 『法王領において発見された る炭焼党最後の結
社に関する顛末』 とrア ルマンス』や 『赤 と黒』のそれ(2)との違いは歴然 と
している。後者はその示 している内容が漠然 としているのに対 して,前 者は





スタ ンダールは 『パル今の僧院』を 書い た と き,「 サ ン'ドリー ノの死」を
頭 に入れ て書いた,と バ ルザ ックへの 手 紙 の 中 で いっている(3)。 それ な ら
ば,『 ヴ ァニナ ・ヴ ァニニ』 は何を念頭に書 いた のだ ろ うか。「ヴ ァニナの結
婚 の報道」だ ろ うか。 そ うか もしれない。 しか しそれ よりも確かなのは,や
は りバ ルザ ックへ の手紙 でいってい るよ うに(e),こ の中編 を書 くとき小説の
プランを立 てた こ.とであ る』 つ ま りここでは,一 つの 目標 に向か って 自由な
想像 力で書 いた とい うよ り,社 交 界の女王 「ヴ ァニナ」 とその結婚,そ して
当時話 題 となっていた筈 の 「炭焼 党」 の若 者を結び付け る糸に したが って書
いた といえ る。その ことを題名 『ヴ ァニナ ・ヴァニニ』 と副題 『法王領 にお
いて発 見 されたる炭焼党最後 の結社 に関す る顛末』 が よ く示 してい る。 この
小説 は最初 か ら最後 まで プランに基づいて極めて意識的に作 り上げ られ た。
そのため,ス タ ンダール流のは じけ るよ うな創造力の爆発が感 じられ な くな
ってい る。
しか しなが ら,そ の ことは この小説 か らスタ ンダール的な ものを抽出 し,
分 析す ることの妨 げにはな らない。 スタ ンダールは プラ ンを意識 して,い か
に効果 的な表現 に しよ うか腐 心 してい るが,そ のために彼の小説を読み と'る
ことをかえって容易に して くれ るめであ る。・とりわけ,最 も意識的 な小説 の
書き出 しは情報 の宝庫 とい って も過言では ない。'
J・ペ イタールは 『ヴ ァニナ ・ヴァニニ』 の分 析 を11の シー クェンスに分
けて試 みてい るが(5),我 々はその うちの第1シ ー クェンスに焦点を 当てて,
分析 を しょうと思 う。 そ こか らひ とつのス タ ンダール的構造 が 明 らかに な る
筈 であ る。
∬
第1の シー クェンスは舞踏会の シーク ェンス と呼ぶ こ とがで きる ように,
B***公 爵邸における舞 踏会の シー ンがその 内容であ る。 この短い シー ンに
すべ てが も りこまれてい る。イギ リスや ドイ ツの貴族,小 君主,彼 等を 相手
に して成 り上が った銀行 家 ・公 爵の ローマ上流階級最高のぜいた く,ま た そ
の貴族 や小君主 に娘 をあわ よ くばめあわせ よ うとしてい る ローマの公爵,舞
踏会 の女王 となった ヒロイ ン ・ヴ ァニナ に ま とわ りつ く大貴族の軽薄 な青
年,耳 目を 引 く ドラマチ ックなニ ュース,つ ま りあ る カ ル ポ ナ ロ(炭 焼党
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員)の サ ン ・タ ンジ ェロか らの脱走 のニ ュース(こ れ も彼等上 流階級の連 中
には ころあいのスパイス な の だ)。 要す るに この シー ンは ローマ社 交界の縮
図 とな ってい るの で あ る。 さしずめ,r赤 と黒』 の ジ3リ ア ン ・ソ レル な ら
ぽ,「 なん とい うすば らしい 舞 踏 会 で しょ う!… …何 一つ欠 け た もの が な
い。」 と叫ぶ ことであろ う。そ して,7ル タ ミラ伯爵 な ら,「 いや思想 が欠け
てい ます よ。」 と確実に答 え るこ とに もな る(6)。 しか しなが ら,こ の ローマ
の舞 踏会では ジュ リア ンの よ うに感 嘆す る者 も,ア ル タ ミラの よ うに批 判す
る者 もい ない。ただ一人,ヴ ァニナ ・ヴ ァニ子が退屈 してい る。
彼 女に とって舞踏会は 日常性の一部 となってい るた め,新 参者の ジュ リア
ンの よ うな感 想を持つ こ とはあ りえない。彼は舞踏会場 であ るレス公 爵邸の
豪華 さに まず 目を奪われ,人 混み と人い きれ の会場を歩 き回 り,人 の噂 話を
耳 に し,時 の人,ア ル タ ミラ伯爵 と会話をす る。 この ように ジュ リア ンの舞
踏 会への好奇心 と能動的な参加に よって,・そ の会場 の雰 囲気 を読者 は与 え ら




と,い う何気ない示唆(描 写ではない)に よって読者は音楽,花 々,美 女
達,優 雅など,会 場を彩 る様々なものを大雑把につかむ ことができる。対 し
て,こ こで問題の,B***公 爵の舞踏会では,「 ヴァニナが舞 踏会の女王に
なった」こと,「彼女のいるサロンに外国人 も,ロ ーマの若 者 も大挙 して押
し寄せた」こと,「彼女がまず二 ・三人の ドイ ツの君主達 と踊った」 ことと
い う情報 しか読者に与えられず,ヴ ァニナに熱を挙げる リヴィオと父親のヴ
ァニニ公以外の登場人物はかすかに存在だけはそれと知れ るのだが描かれな
い。それだけではない,舞 踏会に不可欠な音楽,楽 器の音 も全 く聞かれない
のである。つまりここでは,r赤 と黒』の よ うに,登 場人物を介して舞踏会
の最低限の要素(「音楽」 という語)さ えも示 して くれない。
いやむしろ,音 楽 とい う語は舞踏会の要素だか らこそ書 く必要がないとも
言fxる 。 もともと舞踏会(lebal)と い う語にはkな 意味要素が含まれて
いる。踊 り,大 広間,音 楽等々。だから,「舞踏会で,音 楽が奏で られた」
108
48
とい う表現は冗長(redondance)と な るか も知 れない。先 ほ どの ジ3リ ア ン
の よ うに初めての舞踏会で聞 く音楽 に うっ とりす るの な らば,「 音楽」は主
人公に 内面 的な意味作用 を持 つ こ とにな るが,ヴ ァニナの場 合それは ない。
む しろ逆に その ような要 素の不在 が彼女の内面を反作用 的に示 してい る とも
言 える。つ ま り,.彼 女に とって音 楽 も,室 内装 飾 も,優 雅 さもまった く興味
を 引 くものでは ない とい うこ とに なる。
だか ら当然の こ とだが,語 り手 の メ ッセ ージは全て ヴ ァニナの内面を浮 き
彫 りにす る。た とえぽ 「二 ・三人 の ドイ ツの諸侯」 と 「何人 かの高貴で美貌
のイギ リス人達」は,こ の舞 踏会 の性格を多かれ少 なかれ表わす言葉だが,
彼女 に嫌悪感を もよお させ る。次の 「ローマで最 も輝か しい青年 ・リヴィオ」
はか らかいの対象 として,ま さに 『赤 と黒』 の マチル ドの取 り巻 き としての
存在 となってい る。 さらにそのか らかいはあ るカルボナ ロの脱走の ニ ュース
を機 に痛烈 な皮 肉 とな る。 ヴ ァニナに夢中の リヴィオが次の よ うに き く。
「あなたのお気 に入 る男は,い ったい どんな人間だか きかせていただけ ま
せ んか。」
「その脱 走 した とい う若 い炭焼 党員で しょう。少 な くともそのひ とは,生
まれた とい う骨折 りのほかに何 か した 人 で しょ うか ら」。 と,ヴ ァニナは答
えた。(p.749)
彼女 はマチル ド ・ドゥ ・ラ ・モ ールの考 えをその まま口に出 して言 うこ と
に よって,リ ヴィオをは じめ社交界の貴公子達に対す る軽蔑 を表わ した ので
あ る。 もち ろん この時点で彼女が本当にかの カルボナ ロに出会 うとは夢 に も
思 っていないのであ るが。 こ うして,第1の シー クェンス最後の文にた どり
つ く。
も う十九 にな る。それだのに もつ ともりっぱ な縁組を片は しか らはね つけ
て しまった。その理 由は何 か。ス ラの退位 した理 由 とまった く同 じであ る。





に伝達 され ている。つ まり,ヒ ロイ ン ・ヴ ァニナの抱 くくローマ人へ の軽蔑〉
感が無理 な く,あ たか も三段論法 の よ うに帰結 され るのであ る。
ドイツ,イ ギ リスの貴公子/倦 怠,嫌 悪感 → リヴ ィオ ・サ ヴェッ リ(カ ル
ボナ ロの ニュース)/椰 楡(皮 肉)→ ス ラ/ロ ーマ人 への軽蔑
この第1シ ー クェ ンスで ヒロイ ンの抱 く くローマ人 への軽蔑〉は,ヴ ァニ
ナの紹 介 とともに,と い う・よ り,ヴ ァニナの紹 介その もの として表現'されね
ぽな.らなか った。 なぜ な ら,・この,舞 踏界 で出会 う貴公子達,と りわけ リヴ
ィオ(ロ ーマ人)は 第2シ ー クェンスで出会 う古代の ローマ人(ス ラ)の よ
うな炭焼党員(カ ルボナ ロ)の ア ンチテ ーゼ として存在す るか らであ る。第
1シ ー クェンスの くローマ人へ の軽蔑 〉は次の シーク ェンスの ロマーニ ャの
男への恋 とコン トラス トになってい る。そ して さ らに,後 に述べ る よ うに,
ローマの社交界 とカルボナ ロとの恋 とい う,ヴ ァニナに とって の二つ の世界
の コ ン トラス トともなっているのであ る。
意識的に しろ無意識的に しろ,こ の よ うな構成は作者の論理癖 を見 え隠れ
させて くれ る。それは 以下 第1シ ークェ ンスをパ ラグ ラフ ごとに追 うことに
よって一層 明快 とな る。
皿
これか らこの小説の第1パ ラグラフを分析するのにあたって,ま ずほかの











この二つの 冒頭 の文 はどち らも語 り手 が主人公 の 行 為(『 ミナ ・ド ・ヴ ァ
ンゲル』 もnaquitと い う単純 過去 が説 明文 でないこ とを示 してい る)か ら
物語 を始 めてい る。つ ま り,述 部 の動詞時制は単純過去 と過 去進行形の意味
の半過去 が用 い られてお り,読 者は一行 目か ら物語的現在 にい る主人公を 目
の当た りにす ることにな る。




この よ うに,ヒ ロイ ンの名前 もその姿 も現われ ない。 ここでは彼女 の登場
前にその場 と背景が入念に準備 され,ヒ ロイ ンの登場その ものが ドラマチ ッ
クにな ってい るσ)。なぜな ら,気 位 が高 く,高 慢 なヴ ァニナ ・ヴ ァニニは女
王 とな り,他 に抜 きんでた存在 として設定 され てお り,そ の設定が この小説
に ドラマ性を与 えることにな るか らであ る。そのために,ヒ ロイ ンへ のスポ
ッ トの当て方 が重 要にな って くる。 このパ ラグラフで作者は二重構造を駆使
して 「ヒロイ ン とおぼ しき女性」を浮 き彫 りにす るこ とに成功 してい る。
極 めて意 図的な一行 目,「182*年 の春の宵の こ とであ った」 とい うメッセ
ー ジの仕方 は,さ きの他の二編 の冒頭 と異 な り,語 り手が弓をカー杯 引き絞
ってなかなか矢を射ない射 手の よ うに くため〉を置 く技法であ る。そ してそ
れは次の メ トニ ミー(m6thonymie)と あい まって,い やが うrxに も読者の
好奇心を掻 き立 てる。
ところで,"ToutRome6taitenmouvement"とい う文は単に メ トニ ミ
ーのみを レ トリック とす る もの で は な い。む しろ次の よ うにそれは以下 の




国 や 都 市 の 固 有 名 詞 の 多 用,"Rome""Italie""Paris""Londres""An一
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gleterre"(こ こにlaplacedeVeniseのVeniseを加 えるこ とも可能で
あろ う)の 誘因 となってい るのであ る(9)。
この ように地名 を多用す ることに よってB***公 爵邸の コスモポ リッ トな
印象 を強 め ると 同 時 に,"tout"を 繰 り返 して,次 の複数主語(も し くは複




"tout"の 繰 り返 し
,国 と都 市 の種 々の固有名詞,そ して複数主語 の連続
が,ま た 同時 に,"unsoir"を 除 く全 ての名詞 に付与 され た定冠 詞が,読 者
に 《複数 〉 と く定 冠詞〉を徹底 的に印象づけ る。それ が強 けれ ば強 いほ ど,
この パラグラフ最後の二つ の文 の く単数 〉〈不 定 冠 詞〉 との対 立は鮮かに な
り,全 体を写 していた カメ ラの焦点 が定 ま り,一 人 の娘を クローズア ップ し
てい る ような効果 を もつ。
UneJeunefine..
Unorgueil.singulier6clatait...
こうして く複数 ・定冠詞 〉→ 〈単数 ・不定 冠詞〉の構造が完成す る,と 同
時に イ ゾ トピーの完成 で も あ る。つ ま り,執 拗 なほ ど繰 り返 され る"tout"
や固有名詞,ま た複数 の美女達 は全 て この最 後の二つの文の ヒ ロイ ンを思わ
せ る女性 に取散 してい るのであ る。
また先程二重構造についてほのめかしたが,こ のパラグラフには今まで述
べた構造に加えて く半過去〉→ 〈単純過去〉の構造があ り,す べてヒロイン
の ドラマチックな登場の舞台効果 となっている。すなわち,半 過去(及 び半
過去を思わせる大過去)を 述部 とする:文に公爵の宮殿 と舞踏会に到着する美
女達の叙述が委ね られて,い わゆる 《ため〉が置かれる。ここか ら状態,反
復,連 続 とい うサブ ・メッセージが複数主語 と結びついて発せ られる。その
ために時間は空回 りし,物 語は始 まらない。気の短い読者は少々いらい らす
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る。『なぜ な ら,語 り手 は冒頭で 「182*年 の春の宵の ことであ った。 ローマ じ
ゅ うが ざわめ いていた 。」 と劇的 な物語の始 ま りを 約 束 して くれたか らであ
る。その ときやっ と,単 数主語 の文が単純 過去の述語を伴 って場面 に動 きを
与 えて くれ る。
UnejeunefinequeP6clatdesesyeuxetsescheveuxd'6bさne
proclamaientRomaineentraconduiteparsonp色re;tousIesregards
lasuivirent.(ア ン ダ ー ラ イ ン ・筆 者)
こうして く半過去〉→ 〈単純過去〉の構造がな りたつ。このパラグラフで
単純過去が用いられているのはこの個所だけである。
またこの二重構造の特徴である,前 半の くため〉を最終文に流出する仕方
が比重の重い主語(あ るいは長い主語)と 軽い述語(あ るいは短い述語)の
文の連続を生んでいるのも偶然ではあるまい。それについては今までの引用
文を見れば明らかなのであえて例を挙げる必要もないであろ う。む しろ逆に
主語 と述語の比重バ ランスが保 た れた 唯一の(当 然二つの代名詞の文を除
く),そ して上の引用文に続 く段落最後の文を挙げねぽなるまい。
Unorgueilsingulier6cla亡aitdanschacundesesmouvements.
これ こそ第 一パ ラグラフの全 重量 がかか った文であ る。主語 も動詞 も状況
補語 も全 て ビー ンと張 り詰 めてい る。 スタ ンダール小説 の ヒ ロイ ンの本質 で
ある"orgueil"に これ また彼の最 も好む,そ の意味は彼に とって常 に メ リ
ォ ラテ ィフ(m61ioratif)な 形 容詞"singulier"が 結びついた主語,'そ して
音声学的 に言 って もセマ ンテ ィックに言 って も強度の動詞(6claterは 前文
のP6clatの 繰 り返 しで あ る こ とも効 果 的 に な って い る),及 び代名 詞
"chacun"
,こ うい つた要素 が緊密 に結 びつ いた 硬 質 の 文 となってい る。だ
か ら第1パ ラグラフの全重 量に耐 えられ る。
さ らに重要 な ことは この文(の 主語)は く物語》を導 く一本の糸 となって
い るこ とであ る。
この"orguei1"は 先程述べ た 「ローマ人 への軽蔑」 と緊密に結び付 き,
小説の導入部 であ る第1シ ー クェンスを完成 させてい るだけに とどま らず,
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ヒロイ ンの炭焼 党 員(カ ルボナ ロ)と の 関係 はすべ て"orgueil"に 支 配 さ
れ ている。つ ま り,"orguell"と"fiert6"(この小説 の コンテ クス トにおい
て同義)は カルボナ ロの ミッシ リー リへの恋,裏 切 り,破 滅 とい う展 開の原
動力 とな ってい るので ある。
(1)L'orgue量ldelaleuneprincessecombattitpiedapied.(第2シ
ー ク ェ ン スp .754)
(2)Cerefusdesamainavait6tonn6sonorgueil.(第2シー ク ェ ン
スP.756)
(3)Lafiert6delajeuneRomaines'irrita.(第4シー ク ェ ンスP.759)
(4)Enfinl'orgueilvintausecoursdelajeuneprincesse.(第10シ ー
ク ェ ン スp.771)
レトリックの レベルで も注 目すべ き ものであ る上 の文は(10),そ れぞれ く物
語》 の展 開点を示 してい る。す なわ ち,(1)の 文 では同 じパ ラグラフの ヴ ァニ
ナの恋 の告 白を導 き,(2)は ミッシ リー リを 「古代 の ロ ー マ 人」に比 し,「 完
全 な愛 の瞬間」を もた らす。(3)は"noirchagrin"→"maudirelalibert6"
→"lumiさrefatale"→"trahison"とい うヒロイ ンの意 識の流れを うむ。
そ して(4)に おい て 「裏切 りの告 白」 か ら ミッシ リー リの激 怒を引 き起 こす。
この よ うに物語 の節 目となる"orgueil"("fiert6")は第1シ ー クェ ンス
の"orgueilsingulier"の コイ ンの裏側 となっていて,ヴ ァニナの二 つの方
向性(社 交界 とカルボナ ロとの恋)を 示す と同時 に,そ れ の不可 能性を も暗
示 してい る。 なぜ な ら,彼 女は この"orguei1"の ために どち らの世 界で も
生 きるこ とは できないか らであ る。
次に第2パ ラグ ラフ(厳 密 には二 つの段落 を含 むが,こ の二 つは文脈上 一
つ と見な され る)を 問題 に しなけれ ばな らない。 なぜ な らこのパ ラグラフは
第1の それ とポジとネガあ るいは ネガ とポジの関係(11)に あ るか らで あ る。
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どち らが欠け て もヒロイ ン ・ヴ ァニナの映像は結ば ない。
ここでは,第1パ ラグラフに生 じた くため》は無名の人達 の間接話法 と自
由間接話法 に よってな され る。だか ら 『アルマ ンス』,『赤 と黒』 に現われ る
啄話 に よる メッセー ジ伝 達 とい うこ とに な るの だ が(12),こ とはそれ ほ ど単
純 では ない。 とい うの も,そ の 自由間接話法は話者の存 在が 明快 では ないか
らであ る。つ ま り語 り手 が直接読者 に語 りかけ る,い わ ゆ るデ ィス クール(物
語 に対 して)と も考xら れ るか らで あ る。 しか しなが らここではdiscours
とhistoireを 姐上 にのぼす こ とは しない。ただその二 つの話法(時 制 は現
在形)と 半過去形 の文 が時間を空転 させてい るご とを付け加 えれ ば十分 であ
ろ う。そ して ここで も複 数形 主語 が多用 されてい るが,第1パ ラグラフ との
違 いは それ が男性複数だ とい う こ とで あ る。 すなわち,"les6trangers",
"Lesrois","1eshommes","1esstrangersetlesjeunesRo血ains"とい
う語が あるいは宮殿 の豪華 さに,あ るいは女性達の美 しさに,あ るいは ヴァ
ニナの美貌 に感嘆 す るのであ る。 これ らの男性複数主語 は一種の 噛《群 れ〉を
形成 してい る。 そ し て ヒロイ ンの 背 景 と なってい るが,個 々に は存在 しな
いo
第1パ ラグラフの娘 が ヴァニナ ・ヴ ァニニであ るこ とが表 明され るのは こ
こにおいてであ るが,そ の仕方 か ら,先 の娘に付与 された修飾語 を微妙 に変
えて,読 者 の記憶 を喚起 しつつ,印 象を決定づけ よ うとい う意図 が感 じられ
る。!












眼や髪 の修飾語 の変化 レベル と くローマ女〉→ 《舞踏会の女王〉 のそ れ と
は根本 的に異な って い る が1語 り手が意識 的に"proclamer",."Romaine"
の語を用い て,"larefine"を 導いた の は確実 である。第・1パ ヲグラブに おい
て 「ロrマ の女連」(femmesdeRome)とい う表現はあ っても 「ローマ女
連」(Romaines)は なかった。"Romaine"は ど うして もヒ ロイ ンを表わ さ
ね ぽ な らない。 なぜ な ら,J.ペ イタールが主張す るようV'u;),"Romaine"
の中には"Rome"と"reihe"が含 まれてい るか らであ る。づ ま う'Romaine
=Rome+reineとい う等式が成 り一立 っそい る。 ・この ことか ら,ネ ガ・・'ポジ
(あ るいはその逆)の 関係に あった第1と 第2パ ラグラフで語 り手が くロ}
マ女〉 として登場す るヴァニナ ・ヴァニニを強調 して い る こ とが証 明され
る。結局"orgueilsingulier"を もち,"refine"・ ・を要素 とす る"Romaine"
は ヴ ァニナだけ なのであ る。'"
V
次の第3パ ラグラフ と第4パ ラ グラフは コン トラス トの関係 となって ヒロ
イ ンの内面下を暗示 してい る。
前者 は先程 述べた よ うに,ヴ ァニナが外 国の貴公子達 と踊 るが,う んざ り
し,む しろ彼女 に恋 を してい るローマの青年貴 族の リヴ ィオをか らか うほう
に慰み を見 出す,と い う内容のパ ラグラフであ る。 まず ここで用い られ てい
る形容 詞に注意 しなければな らないC例 えば,
EIIeacceptaensuitelesinv董tat董onsdequelquesanglalsfortbeaux
etfortnobles;1eurairempes6Pennuya,
とい う文で イギ リス人 を修飾す る品質形容詞"beaux","nobles"はア ン
チ テーゼの構文を導 くための一種の く見せかけ の形容詞〉 で しかない。なぜ
な らこのいわゆ るプ ラス要素は次の マイナス ・イメージを強調す るための手
段 だか らであ る。 この手法はス タ ンダール精神に不可分 な もの で あ る(14)。
だか らプラス ・イメージに用い られ る名詞,形 容詞はその本来 の意味 作用 を
失 いス タンダール的 コ ンテ クス トの意味を放 射す るこ とに な る。 と りわけ こ
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の二 つの形 容詞はほ とん ど常にペ ジ ョラティフな意味で 使 わ れ て い る。 ま
た,"quelques"と い う数形 容詞は,直 前 の 「二 ・三人の ドイ ツ諸 侯」のそ
れ と同様,既 に ヒ ロイ ンの退屈 を表現 してい る。 とい うの もこれ ら概数 を示
す数形 容詞は彼女 の背景に埋没す る 《複数〉 で しかないか らであ る。
《プラス ●イメージ〉→ 〈マイナス ・.イメージ〉 とい う構 造 は次 の リヴィ





〈見せかけの形容詞〉"brillant"が 最上級 となって さ らに誇張 され,マ イ
ナス ・イ メージは ます ます 強 まる。 この形容詞は くベ ール的形容詞 〉 とで も
呼べ ば よいのだ ろ うか。彼 の作品の中に あってか な りの頻度で使わ れ る。先
に引用 した 第1シ ー クェ ンスの最終パ ラ グラフで も(つ ま り読者 の記憶 が ま
だ新 しい ところで も)"lespartislesplusbrillants"と最上級 で用 い られ
てい る(1:)。
また,リ ヴィオは第6シ ーク ェンスで もそ の肖像が与 え られ るがそ こで も
二つのべ ジ ョラテ ィフな最 上級 で表現 され る。
"C'6taitlejeunehommeIeplus616gantetquiavaitIesplusbeaux
chevaux;_"(p.763)
最上級の用法 も極め てスタ ンダール的 とい うことがで きる。第1シ ー クェ
ンスだけで四回,小 説全体 で二 十余 りの最上 級が用い られてい る。その うち
会話 内の使用が四 回(会 話 内は語 り手の言表行為で は な い),会 話 内を 除い
て本来の最上級の意味 での 使 用 が二 ない し三 回(「 ない し」 とな るのは どち
らに もとれ るものが あ るか ら)と な り,残 りは誇張法 とな ってい る。
ところで,こ こでのマイナス要 素は 「小説を二十ペ ージも読む と投げ 出 し
て しま う」 こ とで あるが,こ の ことは逆 に"roman"を 求め ているR一 マ女
の眼 に欠点 として映 る。第1,第2パ ラグラフで 登 場 し,真 の"Romaine"
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であ るこ とを証 明された ヴァニナに とってこの第3パ ラグラフは マイナス ・
イ メージの連続 なの であ る。
それだけでは ない。 このパ ラグラフは,一 見 華やかに見 える形容詞は 《見
せ かけ〉のために瞬 く間 に打 ち消 され,物 語 的現在 を示す単純過 去には劇的
な動 きはな く("accepta","Pennuya","parut"),典型的な説 明文の道具
"c'ξtait"が 二 回 も使われ てお り,全 体が非常に プロザイ ックにな ってい る。
さ らに,リ ヴィオの紹 介で用い られ てい る条件法 は く作者介入〉の一手段で
あ るこ とは論 を待た ない(16)。
対 して,カ ルボナ ロ脱走 の ニュースが報 じ られ る第4パ ラグラフ内におい
ては二 つ しか ない形容詞("jeune","romanesque")は前の パ ラ グ ラ フ の
それの よ うに閉塞せず,む しろ,ま さに ロマ ネ ス クな:名詞("fortSaint-
Ange","d6guisement","prison","poignard","sbires","sang")とドラ
マチ ックな動 詞("sesauver","attaqu6","bless6","suivaient")によっ
てその正当な意 味が 裏打 ち されて,広 が りを 保 つC17)。 リヴィオの拒否す る
"ro皿an"が ここにはあ る。 「ローマ女」 にふ さわ しい くロマネス ク〉 な情報
に満 ち満 ちてい るのであ る。 ヴァニナは このパ ラグラフには登場 しないが異
常 な好奇心を示 したの は想像 に難 くない。
この ように,第3と 第4パ ラグラフの関 係 は くanti-roman》 → 《roman-
esque》 つ ま り,〈 マ イナス(1emoins)〉 → 〈プラス'(1eplus)〉 の関係にな
ってい る。 それゆえ,ヴ ァニナは次の リ ヴィオの問 いに気 に入 る男性 として
「カル ボナ ロ」 と答 えて,「 ローマ人」 に痛烈 な皮肉を投 げつけ るのであ る。
こ こで,第1シ ー クェンスの構造 をパ ラ グラフに よって図に示す と次の よ
うにな る。
ロ ロ ロ コ
ilele「(1'orgueil)iile30(lemoins)ir一 一一一… 一一一一一一・一一一一一一一1「 … 一一… 一一一一一… 一一一一一・一1
il。2'(1。,e、ne)i→il。4'(1。pl。,)i→ae5e。 勲i辺1→II竺 難.鯉 空!i
さてまた,第1シ ー クェンスの最後 のパ ラグラフを問題に しなければ な ら




も う十九に なる。それだのに もつ ともりっぽな縁組を片 は しか らはね つけ
て しまった。 その理 由は何 か。 ス ラの退位 した理 由とまった く同 じであ る。
<ロ ーマ人へ の軽蔑》 だった。
この言表行 為は前半 は父 親の ものであろ うが,後 半はだれの ものかCヴ ァ
ニナだろ うか。 もしそ うであ って も父親の問 いかけに答 えてい るのでは ない
のは明 らかであ る。父親の普段 抱い てい る疑 問 「なぜ娘は結婚 しない のか」
に対 して,娘 が意識的に し ろ 無 意 識 的 に しろもってい る感情(あ るいは思
想)を 第三者,こ の場合語 り手,が 解答 として提 示 したの である。後 に ヴ ァ
ニナは ミッシ リ「一 リを 「古代 ローマの人 の ように偉大だ」 と言 うが,彼 女に
とってスラの いた古代 ロ門マこそ,マ チル ドに とっての ア ン リ三世 の時代の
よ うに人間が真に英雄的で あった時代 の指標 とな ってい るのであ る。
ここで重要 な ことは 第1シ ー クェンス最後 の十 三行 ほ どのパ ラグラフは前
の と異質 な叙 述形 態を とってい るこ とであ る。つ ま り,一 行 目だけ前のパ ラ
グラフ と同 じ く物語(histoire)》 の叙 述であ り,二 行 目以降右の引用文 まで
複合過去 と現在形 を用 いた デ ィス クール(discours)と なってい る。舞踏会
の シー ンは一行 目の,"LeprincedonAsdrubales'approchadesafille."
とい う文で突 然終 わ ってい る。なぜ父親は娘に近づいたのか。 この単純過 去
の物語 的叙述は確かに舞踏会の一 シー ンで ある。 しか し,前 後の脈絡 は全 く
ない。次のデ ィスクールの文(C'estunhommeriche...)を導 くた め とし
かいい よ うのな い もの で あ る。 この ことは,外 国人や リヴ ィオのパ ラグラ
フ,カ ルボナ ロの脱走の ニュースのパ ラグラフ,リ ヴィオ とヴァニナの会話
のパ ラグラフ とい うよ うに舞踏会 の物語 内の現在(そ れは この小説 の典型 的
な く物語〉の書 き出 し"C'6taitunsoirduprintempsde182*."によっ
て最初か ら設定 され てい る)に い るヒロイ ンを よそに,こ のパ ラグラフで語
り手が彼女の感情(あ るいは思想)で あ る 「ロー マ人へ の軽蔑 」を表 明 した
か った ことを意 味 してい る。 それな らぽなぜ ヒロイ ンの心情を表現す るの に
デ ィス クールでなけ ればな らないのか。それはひ とつ に は,「 ロー'マ人へ の
軽蔑」 とい う表現 が く物語 〉内ではあ ま りに不協和音す ぎるこ と。 また さら
に,こ れが重要 なのだが,こ の小 説の最後の.(第11シ ー クェ ンス)の 文がや
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は りデ ィスクールで終わ ってい るの でわ か るよ うに,こ の第1シ ークェ ンス
の最終パ ラグラフ と密接に結びつ き,円 環 を閉 じるためだか らであ る。
もう十九に なる。それだ のに もつとも りっぱな縁組を片は しか らはねつけ
て しまった。 その理 由は何 か。 ス ラの退位 した理 由 とまった く同 じであ る。
〈ローマ人への軽蔑〉だ った。
そ して新 聞は,彼 女 が ドン ・リヴィオ ・サ ヴ ェッ リ公 と結婚 した こ とを報
じてい るb(p.772)
こうして表 面的には,な かなか結婚 しよ うとしなか った娘が ついに ローマ
で選 り抜 きの貴公 子 と結婚 した とい うこ とに なる。つ ま りローマの社交 界で
は何 も起 こらなか ったのであ る。 しか しなが ら,語 り手が 第1シ ー クェンス
で耳 打ち して くれた ヒ ロイ ンの抱い てい る 「R一 マ人 への軽蔑 」は第2シ ー
クェンス以降 「物語」の主調音 となって,読 者だけが ヒロイ ンの冒険に立 ち
会 うこ とにな る。 この,第2か ら第10シ ー クェンスには,非 現実的 ともいx
る,カ ル ボナ ロの青年 との恋,裏 切 り,』変装,破 滅 とい うお よそ ロマ ネス ク
な要素がすべ て もりこまれ ている。'
一方,第1と 第11シ ー クェンスは舞踏 会 と新聞の報道であ る限 り,社 交界
とい うヴ ァニナに とってプ ロザイ ックな世界を表徴 してい る。
ところで このた った二行 の第11シ ー クェ ンスは物語 的叙述 とデ ィス クール
との衝突 とい う意味 において も第1シ ークェ ンスの最終パ ラグラフに非常 に
近い,と い うよ り,む しろそれ以上に破壊的です.らある。
Vaninarestaan6antie.EllereマintaRome;etlejournalannonce
qu'ellevientd'6pouserle'princedonLivioSavelli.(p.772)
彼女は 「呆然 自失 した」 まま,「 ローマに帰 った 」。 ここまでは カル ボナ ロ
の世界を 引きず っている。 つま り,叙 述 は彼女の恋の破滅 とい う 《物語》 の
枠 内でなされ てい るのである。対 して,た った一つの ポ ワン ・ヴ ィルギ ェー
ルを境 に語 り手 は新 聞の報 道に よって彼女が結婚 した とい う情報を与 える。
ヴァニナの秘 め られた恋 をポ ワン ・ヴィルギ ュール まで物語 っていた語 り手
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は豹変 して,読 者 に とって無責任 な単 な る情報 提供者 に堕 す るのであ る。 し
か も"annonce"と い う現在形は語 り手 の読者 への直接伝達 であ るこ とを意
味 してい る。
この シー クェンスでの物語 的叙 述 とディスクール的叙 述 との衝突は ヒロイ
ンの非 日常 性(カ ル ボナ ロ との恋)か ら日常性(社 交界)へ の異次元移動 な
のであ る。 そ して,そ れを準備 してい るのは第1シ ークェ ンスの最後 のパ ラ
グラフの二 つの叙 述の衝突であ り,こ こでは ヒロインの 日常性(社 交界)か
ら非 日常性(カ ルボナ ロとの恋)へ の.移動 とな ってい る。
prosa1que<heurt>romanesque…… …romanesque<heurt>prosaique
(la1色 「es6quence)(1alles6quence)
この よ うに第1シ ー クェ ンスは,そ の内部を見れば各 々の パ ラグラフが最
後 の 「ロー マ人 への軽蔑」に収載 され,小 説全体 か らすれぽ第11シ ー クェン
ス と結 びつ き円.環構造 を構成 してい るのであ る。







本 文 中 の ス タ ン ダ ー ル か ら の 引 用 は 全 て 上 の プ レ イ ヤ ー ド版 に よ る 。 な お 『ヴ ァ ニ
ナ ・ ヴ ァ ニ ニ』 はRomans2のChroniquesitaliennes中 に 収 録 さ れ て い る 。









リフ ァ テ ー ル(ミ カ エ ル):『 文 体 論 序 説 』 朝 日 出 版 社,1978
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T・ ト ドロフ:『 小 説 の記 号学 』 大 修 館 書 店,1974
註 『
(1)イ タ リ ア 人 の 名 字 だ か ら 《i>が 多 く な る の は 当 然 で は あ る が 語 尾 の 二 度 繰 り返
さ れ る 《i>の 音 は ヒ ロ イ ン が 小 説 内 で 出 会 い,恋 を す る 炭 焼 党 員 の"Missirilli"
の 語 尾 と 韻 を 踏 む)。 ま た,う が っ た 見 方 を す れ ば,<a>と 《i>の 母 音 だ け を
含 む 人 名 は 『パ ル ム の 僧 院 』 の ジ ー ナ と.同 様 に ヒ ロ イ ン(と い う の も「ヴ ァ ニ ナ 」
は 女 性 を 示 し て い る か ら)の 強 烈 な 個 性 を 暗 示 し て い る 。.
(2)『 ア ル マ ソ ス 』 に は 《OUQUELQUESSCENES'D'UNSALONDEPARISEN















































































⑦ そ うい う意 味 でr赤 と黒 』 の ジ ュ リア ン ・ソ レル も同 様 で あ る こ とは 製 材 所 の 印
象 的 な シー ンを 思 い 浮 か べ れ ば 明 らか で あ る。
(8)こ の こ とに つ い て の よ り言 語 学 的 な 分 析 は ペ イ タ ー ルのp.60,p.61を 参 照 。
(9)LesbellesAnglaisesblondesetr6serv6esとせ ずLesbeaut6sblondeset
r6serv6edeIanobleAngleterreとした こ と,お よびLesplusbelles
Romainesと せ ずLesplusbellesfemmesdeRomeとした こ も固 有 名 詞 の
繰 り返 しの た め と思 わ れ るが,そ れ だ け で は ない 。 後 に 述 べ る よ うにRomaine
とい う語 は ヴ ァ ニナ の た め に保 留 され て い る。
⑩(1)と(2)の シネ ク ドッ ク(synecdoque)はAttue1が指 摘 す る よ うに(P.126)ス
タ ン ダー ル の 特 徴 で あ る。 また,"orgueil""fiert6"に 接 触 す る ヴ ァ ニ ナの 呼 称
は それ に ふ さわ し く"princesse""Romaine"とな って い る。
⑪ ペ イ ター ル は この 関 係 を オモ ロジ ー と呼 ん で い る。p,62
⑫rア ル マ ンス』p.60-p.61,『 赤 と黒 』P.487…Romans2
⑬VoixettracesnarrativeschezStendhalp.64.
⑭ ア ンチ テ ー ゼ の構 文 はAttue1の 指 摘(p.145)を 待 つ まで もな く非 常 に ス タ ン





ま た,『 ロー マ散 策 』 の 中 で は正 反 対 の 意 味 を 持 つ二 つ の 形 容 詞 を さ らに最 上
級 で 強 め て い る。
Delaconditionlaplusvulgaire,M.Torlonias'est61ev6,parsonsavoir-
faire,alapositionlaplusbrillante.(P.721)
⑮ 『赤 と黒 』 のp.466で は,一 方 は ペ ジ ョラテ ィ フに(Lescoquinsbrillants)も
う一 方 は メ リナ ラテ ィ フに(Labrillantemar6chaledeFervaques)二度 続 け
て用 い られ て い る。
口㊧StendhaletIavoieobliquep.35-P.36.
⑰ 全 体 に形 容詞 が少 な く,名 詞優 位 の文 に な って い る こ と も こ こで は 効 果 的 で あ
る。
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